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 AAS流【中小企業診断士】取得支援講座のコンセプトのご紹介 
 

● ＡＡＳ（アソシエ アドバンス スクール）へ ようこそ！ 

 

私たちＡＡＳは、単なる中小企業診断士を取得するための受験校ではありません。私たちは、

中小企業診断士取得支援事業を通して、優秀な人材を発掘するとともに、常に「社会に何ができ

るか、何を提供できるか？」を自らに問いかけ、自己の市場価値を高めることに全力を注ぐ真の

中小企業診断士を多く輩出し、「必要な人に、必要な人を、橋渡しすること」が使命であると考え

ています。 

この理念を具現化するために、少人精鋭主義による受講生の適正規模、鮮度のいいオリジナル

教材、熱血講師陣で、高いクオリティを提供するとともに、「熱意・人間らしさ・自己責任」を行

動の基軸におき、受講生と講師という関係ではなく、この激動の時代を共に生き抜いていく「パ

ートナー」と考え、双方向のコミュニケ－ションを重視します。これが私たちのスタイルです。 

 私たちＡＡＳの学習モデルは、①受講生の実態に即したカリキュラム、②試験当日の最後の最

後まで活用してもらえるような教材の開発・提供、③格段に合格率を高めるためのモチベーショ

ン管理、④さらに自己学習のサポートも視野に入れたコミュニケーションツール、などさまざま

な特長を有しています。  

 
 
● ＡＡＳは【目的→目標→手段】を大切にします。 

 

  

 
 
 
 
 
中小企業診断士取得を目指す方は、①目的、②目標、③手段の３つを区別することが必要です。

私たち【ＡＡＳ】の講座カリキュラムは、上記の３つを明確に区分できているメンバーを支援す

るために構築しています。 

中小企業診断士の合格を目指すことは、あくまでも「目標」であって、「目的」ではないと考え

てください。「目的と目標」を混在しているとなかなかモチベーションが維持できません。「目的」

とは【個々の夢（ビジョン）】であり、自分自身の中ではっきりと明確化していきましょう！ 

そして、その「目的」に近づくために「国家資格である中小企業診断士の取得」という具体的

な「目標」を設定するのです。さらに、その「目標」を実現するための最適な手段として「AAS

を活用」していただきたいと切望しています。 

 

 

自分自身で明確化する！ 目 的 

中小企業診断士に合格する！ 目 標 

ＡＡＳを活用する！ 手 段 
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● ＡＡＳには【スーパーフレームワーク（ＳＦＷ）】があります！ 
 

私たち【ＡＡＳ】は、【中小企業診断士】取得支援に特化した専門機関です。だからこそ、明確

なコンセプトがあります。 

 私たちＡＡＳの講座コンセプトが『ＡＡＳ流 スーパーフレームワーク（ＳＦＷ）』です。この

コンセプトをもとに、合格のための４つのスキルを高めるためのプログラムを構築しています。 

 

 診断士合格のための４つのスキル！ 

 

【スキル①】 フレームワーク思考  

 

【スキル②】 １次知識の活用  

 

【スキル③】 説得力ある文章表現 
 

 

【スキル④】 モチベーション管理 
 

 

 

この４つのスキルを最適化することが、合格するための要素となります。 

 

ＡＡＳ流 スーパーフレームワーク  

 

与件・設問 戦略の方向性 

診断士としての知識 

合格答案 

AAS 流 

スーパーフレームワーク

フレームワーク思考 

テーマ別知識の活用 

説得力ある文章表現 

具体的な学習計画方法や合格ノウハウ・情報収集方法、自主勉強会のサポートなど 

モチベーション管理 

最適化 スキル① 

スキル② 

スキル③ 

スキル④

読 む 考える 書 く 

フレームワーク 構造化 設 問 記 述 
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● ＡＡＳのスーパーフレームワーク（ＳＦＷ）を具現化する【有用ツール】があります。 

 

私たちＡＡＳの講座コンセプトである『ＡＡＳ流 スーパーフレームワーク』を具現化するた

めの【有用のツール】があります。このツールで、効果的かつ効率的に中小企業診断士の取得を

最短の道のりで狙うことができます！ 

 

①【戦略フレームワーク】 

 → 事例別の戦略フレームワークを提唱しています。この戦略フレームワークに基づき事例

企業の情報を整理することで「戦略的な思考」を短時間で実施することができます。 

 

②【設問の構造化】 

 → 前述した戦略フレームワークに基づき、出題事例の設問を構造化したものです。問われ

ている戦略レベルをマクロ的な視点から分析するものであり、答案全体の一貫性や整合

性を図るための有用なツールになります。 

 

③【論理の構造化】 

 → 問われていることに素直に答えるためのツールです。答えるべき要素を「結論・根拠・

方法」に区分し、その組み合わせから文章を構成していきます。ミクロ的な視点から事

例問題を分析したものであり、答案の論理性を検証するための有用なツールとなります。 

 

④【設問分解練習】 

 → 「どのような答案を書くのか？」「なぜ、そのような答案を書いたのか？」を検証する訓

練のことです。設問を国語的に解釈することで、出題者の意図（題意）を把握するため

には有用なツールです。 

 

⑤【答案添削】 

 → スーパーフレームワーク（ＳＦＷ）の４つの視点から個別支援することが目的です。「考

え方・知識・書き方・モチベーション」のそれぞれの視点から「合格するための最適化」

を図るためのコメントをAAS熱血講師陣が書き込んでいきます。 

 

⑥【熱血講師】 

 → 私たちAASの強みは、スーパーフレームワーク（SFW）を実現するためのツール作成

やその有用な活用方法をわかりやすく伝えることができる熱血講師陣を有していること

です。「正しい答えではなく、論理の妥当性で勝負する」学習スタイルを進めるには、「参

加者と真剣勝負できる！」熱血講師陣の存在なくして実現はできません。ぜひ AAS の

通学講座に足を運んでいただき、その熱い講座を体感していただければ幸いです。 

 

＊ AASの講座情報は、HPまで！GO！ http://www.ass-clover.com/  
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 ２次口述試験 受験情報について  
 
● 平成１８年度の２次口述試験に関する中小企業診断協会からの要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施方法 
中小企業の診断及び助言に関する能力について、筆記試験

の事例等をもとに、個人ごとに面接の方法により行う。 

実施時間・試験地 
一人当たりの試験時間は、約１０分間。 

口述試験は、筆記試験と同じ７地区で実施 

平成１８年１2月 ８日（金）口述試験を受ける資格を 

得た人の発表 

平成１８年１２月1７日（日）口述試験 

平成１８年１２月2６日（火）第２次試験合格発表 

実施日程 

● ２次口述試験の特徴 

 

過去の口述試験を受験されたメンバーの体験談から、その特徴をまとめてみました。 

（昨年までの口述試験を受験された「生情報」は、ＡＡＳのホームページに掲載しています。） 

 

 

 

試験が始まるまでに 

① 試験が始まる３０分前までに、最初の受付を済ませる。 

→ 開始予定時間に遅刻した場合、受験は認められない 

② 受付終了後、口述試験が始まるまで、所定の場所（控え室）で待つ。 

③ 時間が来たら、人が呼びにきて試験会場に行く。 

→ 呼びにくるのは、面接官ではなく、会場までの誘導員 

④ 荷物は，会場の中に持って入っても、会場の外に置いてから、中に入っても良い。 

→ 誘導員が説明してくれるので、自分で選択する。） 

 

 

 

面接開始 

① 面接時間は、約10分程度 

② 面接官は3名、受験生は1名で実施。 

③ 最初に「氏名」「生年月日」「受験番号」が聞かれる。 
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④ １つの質問に対して、2分を目安として「中小企業診断士の立場に立って答えること」

と注意事項を言われる。 

⑤ 試験中には、自分の資料やメモなどを見ることはできない。 

⑥ 質問は、筆記試験の事例からの内容であり、筆記試験問題の設問以外の問いかけも多

数あった。 

⑦ 想定問題と想定解答例は、面接官の手元資料としてあるような印象であった。 

⑧ 面接官にも役割分担があり、「普通にまともな質問をする役割」「意地悪な質問をする

役割」が意図的に場面設定しているように感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験者 

面接官 

● ２次口述試験の本質 

２次口述試験は、中小企業診断士をして有すべき、『コミュニケーション能力』を問われて

います。問われている課題（テーマ）に対しての助言（アドバイス）内容が、①相手（クラ

イアント）に理解してもらえることであり、②その助言内容で、相手（クライアント）に行

動してもらうことが本質です。助言内容面に説得力が必要であるのはいうまでも無いことで

すが、応答するときには、下記のように論理的に助言内容を構成すべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応答の基本形 

題意を把握し、『結論』から述べ、その『根拠』又は『具体的方法』を述べます。その際に『客

観性』を高めるために事実（与件）を基に判断し提案（評価）するのが基本形です。 

結論 

根拠や理由 根拠や理由 

具体的方法 具体的方法 

提案（評価） 事実 

質問（題意） 
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 ＡＡＳ流【Ｑ＆Ａ問答集】の活用方法について 
 

  ● ＡＡＳ流「Ｑ＆Ａ問答集」の３つの特徴です。 

  
ＡＡＳオリジナル【Ｑ＆Ａ】問答集の３つの特徴は、 

 

① ４０個想定問題に対応 

１つの診断助言事例に対して、10 の質問【Ｑ】をあげ、それに対す応答例【Ａ】を

掲載、合計 40 の想定問【Ｑ】に対応できます。昨年度の傾向をとらえ、2 次筆記試験

の設問だけでなく、設問以外の【Ｑ】を設定しています。 

 

② ＡＡＳの『論理の構造化』 

ＡＡＳのオリジナルツールである『論理の構造化シート』を活用して、ロジカルシン

キングの理論を活用しピラミッド型の文章構成を行い、論理思考力を高める工夫を行っ

ています。正しい答えではなく、論理の説得力や妥当性で勝負するのがＡＡＳスタイル

です。受験対策だけでなく、ビジネス上、有用性が発揮できる思考プロセスとなります。 

 

③ コンセプトは「わかりやすさ、伝わりやすさ」 

コンセプトは「わかりやすさ、伝わりやすさ」です。診断助言の経験の少ない受験生

を想定して具体的かつ等身大の助言内容を作成しました。また、わかりやすさ、伝わり

やすさは、内容面ばかりでなく、①結論から述べ、②その理由や根拠、③具体的方策の

順で、組み立てる構成面も重要です。 

 

中小企業診断士の取得専門校らしさを体感していただき、合格を勝ち取ってください。 

 

 

● ＡＡＳ流「Ｑ＆Ａ問答集」の各設問の３つの構成です。 

 

【Ｑ＆Ａ】問答集に掲載されているそれぞれの設問は、次の３つの構成で掲載されています。 

 

事例問題ベースに設定 想定問題   

 
ピラミット型で勝負！ 論理の構造化  

 
客観性を高める工夫を！ モデル応答例  
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● ＡＡＳ流「Ｑ＆Ａ問答集」の各設問の構成内容は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本試験の事例問題のどの設問に対応しているかを示

してします。 

事例問題をベースに出題可能性の高い【想定問題】

を各事例１０コ設定しました。 

第１問対応 

Ｑ１ 事業の多角化とは、新商品を新市場に投入することですが、企業が多角化を実

施する場合の留意点としてどのような点があげられますか？ 

漠然と『留意点』が問われているが、ＡＡ

Ｓの文章構成パターンの対立軸から＜リス

ク＞＜シナジー＞を活用し、『結論＋方法』

並列型で文章構成すると助言しやすくな

る。結論として『経営資源間の結びつき度

合い』を提示し、結論を支える方法として

『リスクとシナジーの観点』をあげること

【結論】 

 自社の経営資源の再分配した場合の「結びつきの度合い」に留意します。 

【方法】 

具体的には、次の２つ方法があります。 

① １つは、経営資源間の結びつき度合いを弱くすれば、多角化事業展開により、

経営のリスクの分散を図ることができます。 

② もう１つは、経営資源間の結びつき度合いを強くすれば、既存事業とのシナ

ジー効果が発揮できることになります。 

 

ＡＡＳ流 

Ａ１ 

方法並列型 

＜結論＞ 

経営資源の分配方

＜方法①＞ 

経営資源の 

リスクの分散 

ＡＡＳの論理の構造化をピラミッド型で掲載していま

す。ビジュアルで理解を深めてください！ 

妥当性や説得性を高めるための文章構成

上のワンポイントアドバイスです。 

ＡＡＳのモデル応答例を「結論」＋「根拠」または「方法」で掲載しています。これを

参照していただき、独自の応答例を考えてみてください。丸暗記はだめですよ！ 

＜方法②＞ 

経営資源の 

シナジー効果 

ＡＡＳの 

論理の構造
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平成１８年度 中小企業の診断及び助言に関する実務事例Ⅰ  
【 組織・人事を中心とした経営戦略】に関する Q＆A 

 
● 想定問題 

① 自社の強みや弱みを抽出するときには、どのような観点から分析することが望ましいです

か？ 

② Ａ社にとっての「強みと弱み」と子会社としての「強みと弱み」とでは、どのように違う

のですか？ 

③ Ａ社の掲げた「売上高400億円、営業利益率３％」という経営ビジョンを実現していく上

で、どのような事業展開が必要ですか？ 

④ Ａ社は、独自のビジネスモデルを実現するために、どのような市場環境に対応していくこ

とが必要でしょうか？ 

⑤ Ａ社が経営ビジョンを実現するための組織構造面における課題をあげ、その対応策をアド

バイスしてください。 

⑥ Ａ社が経営ビジョンを実現するための組織文化面における課題をあげ、その対応策をアド

バイスしてください。 

⑦ Ａ社は、自社のビジネスモデルを維持していく上で、人材が非常に重要な鍵となります。

優秀な人材を増やす方法をアドバイスしてください。 

⑧ Ａ社にとって、再雇用制度がもたらすデメリットについて、アドバイスしてください。 

⑨ Ａ社は、親企業である化学メーカーと今後どのような関係になるべきでしょうか？ 

⑩ Ａ社の経営ビジョンを実現するための経営課題は何か？ その対応方法も含めて答えてく

ださい。 

 
 
                        → 次ページの『論理の構造化』へＧＯ

ＡＡＳ熱血アドバイス その① 

２次口述試験は、手元資料の持込が不可能です。ですので、４つの事例の与件と設問

は、客観的事実として丸暗記するぐらいの覚悟が必要です。通勤時間や電車の中、トイ

レの中などに、コピーした本試験問題をいつも身近におくことです。一番よい方法は、

写経のように「書き写す」ことです。すごく頭の中に入りますよ！その際には、ただ単

に書き写すのではなく、「経営戦略のフロー」をイメージしながら、さらに「時間軸」

を意識しながら、事例企業の立場を踏まえながら「ハート」を込めて書き写していきま

しょう！ 暗記とは心で覚えることです！４つの事例をハートで暗記すれば、頭の中に

しっかりと残っていきますよ！ 

－ 『暗記』の英単語は「learn by heart」つまり、心で覚えるもの － 
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－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１問対応 

Ｑ１ 自社の強みや弱みを抽出するときには、どのような観点から分析すること

が望ましいですか？ 

方法並列型 

＜結論＞ 

経営資源の観点 

＜方法①＞ 

目に見える資源 

人・物・金 

論理の構造化

ＡＡＳの 

ノウハウ・技術力等

目にみえない資源 

＜方法②＞ 

第１問対応 

Ｑ２ Ａ社にとっての「強みと弱み」と子会社としての「強みと弱み」とでは、

どのように違うのですか？ 

方法並列型 

＜結論＞ 

全体戦略の違い 

＜方法①＞ 

商社 

既存の強みや弱み 

論理の構造化

ＡＡＳの 

新たな強みや弱み 

コーディネート事業

＜方法②＞ 

② 子会社としての「強みや弱み」は、新たなコーディネート事業として全体

戦略を構築するための新たな経営資源を抽出することになります。 

① Ａ社にとっての「強みや弱み」は、専門商社としての全体戦略を構築する

ための経営資源を抽出することになります。 

具体的には、 

【根拠】 

 何を全体戦略として位置づけるかで抽出する経営資源が違ってきます。 

【結論】 

診断士として、「強みや弱み」を抽出する場合の

判断基準が問われている。『結論＋方法』並列型

で文章構成する。強みや弱みは、構築すべき全

体戦略を導くための要素になる。よって、結論

としては、「全体戦略の違い」をあげ、その方法

として、全体戦略が商社なら、商社としての強

みや弱みを抽出する点をあげること。 

Ａ１ 

ＡＡＳ流 

① 目に見える経営資源である「人・物・金」の観点から分析し「強みと弱み」
を抽出します。 

② 目に見えない経営資源である「情報資源であるノウハウや技術力等」の観
点から分析し「強みと弱み」を抽出します。 

その方法として、次の２つの観点からあげます。 

【結論】 

 内部の「経営資源の観点」から「強みと弱み」を抽出することが望ましい。

【根拠】 

診断士として、「強みや弱み」を抽出する場合の

観点が問われている。『結論＋方法』並列型で文

章構成する。結論としては、「経営資源の観点」

をあげ、その根拠として、「有形と無形」の対立

軸から、「目に見える経営資源（人・物・金）」

と「目に見えない経営資源（情報）」に大別して

抽出することを伝えていくこと。 

ＡＡＳ流 

Ａ２ 
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－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２問対応 

Ｑ３ Ａ社の掲げた「売上高 400 億円、営業利益率３％」という経営ビジョンを
実現していく上で、どのような事業展開が必要ですか？ 

「経営ビジョンを実現するための事業展開」が

問われている。文章構成としては、『結論＋方法』

並列型を活用し、結論部分で、「２つの大別」で

きる点をあげ、１つとして、「従来型のビジネス

モデル」を、もう１つを「独自のビジネスモデ

ル」をあげ、与件情報に明記されている４つの

事業展開をあげること。 

【結論】 

 Ａ社の経営ビジョンを実現するための事業展開は２つに大別できます。 

【方法】 

具体的には、 

① １つは、取引商品の拡大や輸出入事業などの従来型のビジネスモデルを展

開していくことです。 

② もう１つは、伸張する商品分野を強化したり、原材料の委託製造をコーデ

ィネートするといった独自のビジネスモデルを展開していくことです。 

ＡＡＳ流 

Ａ３ 

方法並列型 

＜結論＞ 

２つに整理できる 

＜方法①＞ 

従来型の 

ビジネスモデル 

＜方法②＞ 

独自の 

ビジネスモデル 

ＡＡＳの 

論理の構造化

Ｑ４ 

第２問対応 

Ａ社は、独自のビジネスモデルを実現するために、どのような市場環境に

対応していくことが必要でしょうか？ 

「Ａ社の取り巻く市場環境」が問われている。

独自のビジネスモデルを実現する点を踏まえて

答えていくこと。文章構成としては、『結論＋方

法』並列型を活用する。与件情報から、①マク

ロ的な市場環境と、②ミクロ的な市場環境を整

理することができる。 

方法並列型 

＜結論＞ 

マクロとミクロに対

応していくこと 

＜方法①＞ 

市場環境（マクロ）

急速な技術変化 

ＡＡＳの 

論理の構造化

技術動向など 

市場環境（ミクロ）

＜方法②＞ 

② ミクロ的な市場環境として、「取引先メーカーの技術動向や生産動向」に

対応していくことです。 

具体的には、 

① マクロ的な市場環境として、「急速な技術変化」に対応していくことです。

【結論】 

 Ａ社は、マクロ的な市場環境とミクロ的な市場環境に対応していくことが

必要です。 

【方法】 

ＡＡＳ流 

Ａ４ 
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－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 
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Ｑ５ 

第３問対応 

「経営ビジョンを実現するための組織構造面に

おける課題とその対応策」が問われている。文

章構成としては、『結論＋方法』並列型を活用す

る。結論部分で、「組織構造面の課題」をあげ、

結論を支える方法を、「機動性→事業部制の導

入」、「柔軟性→迅速な意思決定」として整理し

伝えること。 

【結論】 

 経営ビジョンを実現するための組織構造面の課題は、「独自のビジネスモデ

ルを実現するための」組織体制を構築することです。その対応策としては、 

【方法】 

①顧客のニーズにあわせ、国内、海外、コーディネート別に営業活動が機動

的に実施できるような組織構造として再編することです。 

②マクロ的な市場環境である急速な技術変化に対応するため、柔軟な意思決

定ができるような仕組みを構築することです。 

ＡＡＳ流 

Ａ５ 

方法並列型 

＜方法①＞ 

機動性 

事業部制の導入 

＜方法②＞ 

柔軟性 

迅速な意思決定 

＜結論＞ 

ビジネスモデルが実

現できる組織構造 

ＡＡＳの 

論理の構造化

第３問対応 

Ｑ６ Ａ社が経営ビジョンを実現するための組織文化面における課題をあげ、そ

の対応策をアドバイスしてください。 

「経営ビジョンを実現するための組織文化面に

おける課題とその対応策」が問われている。文

章構成としては、『結論＋方法』並列型を活用す

る。結論部分で、「組織文化面の課題」をあげ、

結論を支える方法を、「一体感→トップの任期延

長」、「目標達成意欲→独自の給与体制」として

整理し伝えること。 

【結論】 

方法並列型 

＜結論＞ 

一体感と目標達成意欲 

＜方法①＞ 

一体感 

社長の任期 

＜方法②＞ 

論理の構造化

ＡＡＳの 

目標達成意欲 

独自の給与体系 

ＡＡＳ流 

Ａ６ 
 経営ビジョンを実現するための組織文化面の課題は、「一体感や目標達成意

欲」を醸成させることです。その対応方法としては、 

【方法】 

① トップとの一体感を高めるため、現社長の２期４年という在籍期間を見な
し、５年後の経営ビジョンを共に推進できる仕組みに変更することです。

② 目標達成意欲を醸成させるため、親企業の給与水準を意識せず、独自の給
与体制を構築し、達成すれば報われる仕組みを構築することです。 

Ａ社が経営ビジョンを実現するための組織構造面における課題をあげ、その

対応策をアドバイスしてください。 



－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 

 第４問対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７ Ａ社は、自社のビジネスモデルを維持していく上で、人材が非常に重要な

鍵となります。優秀な人材を増やす方法をアドバイスしてください。 

「優秀な人材を増やす方法」が問われている。

『結論＋方法』並列型で文章構成すると助言し

やすくなる。結論として『２つの方法』をあげ、

その具体的内容として「内部での育成＝独自の

能力開発」「外部からの調達＝親企業からの人材

獲得」の視点からアドバイスを行っていく。 

【結論】 

 優秀な人材を増やす方法として、次の２つの方法が考えられます。 

【方法】 

具体的には、 
① 内部での育成：商社機能やコーディネート機能を強化するための能力開

発の機会を提供し必要な能力を保持する人材に育成していくことです。 

② 外部からの調達：親企業から、コーディネート事業に活用できる必要な

能力を保持した人材を積極的に獲得していくことです。 

ＡＡＳ流 

Ａ７ 

方法並列型 

＜結論＞ 

２つの方法 

＜方法①＞ 

内部での育成 

独自の能力開発 

＜方法②＞ 

外部からの調達 

親企業から獲得 

論理の構造化

Ｑ８ Ａ社にとって、再雇用制度がもたらすデメリットについて、アドバイスし

てください。 

「再雇用制度がもたらすデメリット」が問われ

ている。第４問の内容そのものである。文章構

成としては、『結論＋根拠』並列型を活用する。

結論部分で、「独自の人材育成を進めるにあたっ

ての阻害要因」である点をあげ、その根拠とし

て、「能力の向上に対する阻害要因」と「モラー

ル向上に対する阻害要因」をあげる。 

根拠並列型 

＜結論＞ 

独自の人材育成を 

阻害すること 

＜根拠①＞ 

能力の向上面 

長期的計画的な育成

＜根拠②＞ 

モラールの向上面 

論理の構造化

ＡＡＳの 

動機付け・衛生要因

第４問対応 

 A にとって、独自の人材育成を阻害する要因が考えられます。 

【根拠】 

その根拠として、 

① 短期的な雇用契約が前提となるため、長期的かつ独自の人材育成が実施

しくにい点があげられます。 

② 賃金や処遇の見直しが前提となるため、再雇用者の対象となる上級管理

者のモラール向上が図りにくい点があげられます。 

【結論】 

ＡＡＳの 

Ａ８ 

ＡＡＳ流 
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－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 

 

 

 

第２問対応 

Ｑ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ社は、親企業である化学メーカーと今後どのような関係になるべきで

しょうか？ 

「親会社との今後の関係」が問われている。文

章構成としては、『結論＋方法』並列型を活用す

る。結論部分で、「戦略的な提携」ができる点を

あげ、結論を支える方法の１つとして、「依存度」

の観点から、売上依存度と委託製造先としての

依存度をあげ、もう１つの方法として、「自立性」

の観点から、役員人事と賃金体系をあげる。 

 
【結論】 
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 Ａ社は、子会社からの脱皮を行い、戦略的な提携先をして関係を強化して

いくことです。具体的には、 

【方法】 

① 親会社の売上に占める依存度をさらに小さくしていきながら、委託製造先

としての依存度を高めていくことです。 

② Ａ社としての独自のビジネスモデルや育成を進めていくためにも、役員人

事の決定や独自の賃金体系の設定を行い、自立性を高めていくことです。

ＡＡＳ流 

Ａ９ 

方法並列型 

＜結論＞ 

戦略的な提携 

＜方法①＞ 

依存度 

子会社からの脱皮 

＜方法②＞ 

自立性 

役員人事や賃金体系

論理の構造化

Ｑ１０ 

第２問対応 

Ａ社の経営ビジョンを実現するための経営課題は何か？ その対応方法も

含めて答えてください。 

「Ａ社の経営課題」が問われている。さらに、

その対応方法もあわせて答えていくことが求め

られている。文章構成としては、『結論＋方法』

並列型を活用する。結論部分で、「Ａ社の経営課

題」をあげ、その課題に対応する方法を列挙す

ることができる。経営課題は、「独自のビジネス

モデル」と「独自の人材育成」を特定した。 

【結論】 

方法並列型 

＜結論＞ 

２つの独自性 

＜方法①＞ 

独自のビジネスモデル 

専門商社から業態化へ 

ＡＡＳの 

論理の構造化

独自の人材育成 

まず衛生要因の整備

＜方法②＞ 

Ａ１０ 

ＡＡＳ流 

② 独自の賃金体系を構築など、まずは、衛生要因を整備し動機付けを行うた

めの環境整備を行い独自の人材育成を進めていくことです。 

【方法】 

① 専門商社からの業態化を図り、親企業との自立性をさらに高めながら、独

自のビジネスモデルを構築していくことです。 

 Ａ社の経営課題は、「独自のビジネスモデルを構築すること」であり、さら

には、「独自の人材育成を進めていくこと」です。具体的には、 

ＡＡＳの 



－ ＡＡＳ流【平成 18年度 ２次口述試験対策用 Q＆A問答集】 ☆ － 

平成１８年度 中小企業の診断及び助言に関する実務事例Ⅱ  
【 マーケティング・流通 を中心とした経営戦略 】に関する Q＆A 

 
● 想定問題 

① Ｂ社のテニススクールが、大手テニススクールに対して、差別化できるポイントは何で

すか？ 

② 各地域においてマーケットが飽和しつつある状況の中で、Ｂ社の経営者に対して、どの

ような成長の方向性を示しますか？ 

③ Ｂ社が採用している需給調整戦略に対して、今度どのような点に留意して、進めていく

かアドバイスしてください。 

④ サービスには、需要の変動性以外にどのような特性を持っていますか？ 

⑤ Ｂ社が、新規事業の可否を判断するポイントは何ですか？ 

⑥ 無形資源の特質を、わかりやすくＢ社経営者に説明してください。 

⑦ Ｂ社が検討している新規事業「学習塾」が、競争優位性を発揮するためのポイントを説

明してください。 

⑧ 市場が飽和する中で、Ｂ社が、ターゲットとすべき標的顧客は誰ですか？また、どのよ

うな取り組みが考えられますか？ 

⑨ Ｂ社の新規事業として「託児所」ができる根拠をあげてください。 

⑩ Ｂ社がブログなどの情報技術を活用していくときの留意点をあげてください。 

 
 
                        → 次ページの『論理の構造化』へＧＯ

ＡＡＳ熱血アドバイス その② 

－ 正しい答えはそもそも存在しない！だから『論理の構造化』で勝負するのだ！ －

『論理の構造化』をどうのように活用するかにパワーを集中してほしい！ 
なぜなら、Ｑ＆Ａ問答集に掲載されている模範解答例を丸暗記しても役に立たない。

問われたことに対して、現場でどのように論理思考性を発揮した助言ができるかどうか

である。短時間で論理思考性を高めやすい『ＡＡＳの論理の構造化』の活用ノウハウを

この教材では提示している。『正しい答えではなく、論理の妥当性や説得性で勝負す

る！』スタンスで、２次口述試験に取り組みことが有用な学習方法である。 
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応 

Ｑ１ 

「大手テニススク

われている。さま

できるが、妥当性

げる方が良い。『結

成し、結論として

をあげ、「有形→イ

→少人数による指

 

ＡＡＳ流 

Ａ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 

「Ｂ社の成長戦略

飽和状態」を踏ま

あるから、市場と

とである。『結論＋

結論としては、「顧

としては、商品と

あげること。 

ＡＡＳ流 

Ａ２ 
Ｂ社のテニススクールが、大手テニススクールに対して、差別化できる

ポイントは何ですか？ 
ールに対する差別化」が問

ざまな要素をあげることが

の高い内容をシンプルにあ

論＋方法』並列型で文章構

は、「有形と無形」の対立軸

ンドアコース」を、「無形

導ノウハウ」をあげる。 

方法並列型 

＜結論＞ 

有形と無形 

＜方法①＞ 

有形資産 

インドアコート 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

無形資産 

顧客との関係性 
【結論】 

差別化できるポイントを有形資源と無形資源にわけることができます。 

【方法】 

具体的には、 

① 有形資源として、「屋内（インドア）」をあげることができます。 

② 無形資源として、「少人数に対するきめ細かな指導方法」をあげることが

できます。 
 第１問対
者
各地域においてマーケットが飽和しつつある状況の中で、Ｂ社の経営

に対して、どのような成長の方向性を示しますか？ 
方法並列型 

＜結論＞ 

顧客生涯価値 

＜方法①＞ 

商品面 

新サービス開発 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

市場面 

既存顧客との関係性

し

と

」が問われている。「市場が

えて、さらに、成長戦略で

商品に組み合わせで示すこ

方法』並列型で文章構成し、

客生涯価値」をあげ、方法

市場からそれぞれの内容を
【結論】 

成長の方向性として「顧客の生涯価値」を重視する点を示します。 

【方法】 

具体的には、次の２つをあげることができます。 

① 商品・サービス面：既存顧客のニーズに対応した付加サービスを開発

提供していくことです。 

② 市場面：飽和状態のため、新規顧客を開拓するのではなく、既存顧客

の関係性をより強化し優良顧客化していくことです。 
 
第１問対応
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応 

Ｑ３ 

応 

Ｑ４ 

 

「サービスの特性

変動性以外に、「無

可分性」「消滅性」

個あげて具体的に

Ｄ社にとっての特

ことも有用な回答

『結論＋方法』並

ＡＡＳ流 

Ａ３ 

「需給調整戦略を

が問われている。

うな問いである。

ティング戦略の視

整合性」「ヨコの一

シンプルにあげる

ば『結論＋方法』

ＡＡＳ流 

Ａ４ 
Ｂ社が採用している需給調整戦略に対して、今度どのような点に留意し

て、進めていくかアドバイスしてください。 
方法並列型 

＜結論＞ 

留意点 

＜方法①＞ 

タテのフィット 

標的市場 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

ヨコのフィット 

マーケティングミックス

合

対

ク

進めていく上での留意点」

何を応えても正解となるよ

このような場合は、マーケ

点である「タテの一貫性や

貫性や整合性」から内容を

方が良い。文章構成とすれ

並列型を活用する。 
【結論】 

マーケティング戦略ですので、タテの一貫性や整合性とヨコの一貫性と整

性を留意して進めていきます。 

【方法】 

具体的には、 

① 需給調整で実施したサービスが、現在設定している標的市場（顧客）に

して、一貫性や整合性があるかに留意して進めます。 

② 需給調整で実施したサービスが、現在提供しているマーケティングミッ

ス戦略に対して、一貫性や整合性があるかに留意して進めます。 
第２問対
サービスには、需要の変動性以外にどのような特性を持っていますか？ 

方法並列型 

＜結論＞ 

次の２つ 

＜方法①＞ 

無形性 

事前に触れられない 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

品質の変動性 

同一品質が困難 

」が問われている。需要の

形性」「品質の変動性」「不

など、１次知識から、複数

説明することである。また、

性を踏まえた対策をあげる

となる。文章構成としては

列型を活用する。 
【結論】 

 サービスの特性として、「無形性」や「品質の変動性」などがあげられます。

【方法】 

具体的には、 

① 無形性：サービスは、事前に、見たり、触ったり、味わったり、聞いたり

することができない特性があります。 

② 品質の変動性：同一品質のサービスを連続して提供することが困難な場合

があります。 
第２問対
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応 

Ｑ５ Ｂ社が、新規事業の可否を判断するポイントは何ですか？ 
 

根拠並列型 

＜結論＞ 

有形と無形 

＜根拠①＞ 

有形資源 

シナジー効果 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜根拠②＞ 

無形資源 

シナジー効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新規事業を判断するポイント」が問われて

いる。第３問の設問文にあるように、経営資

源を有形資源と無形資源にわけ、各々のシナ

ジー効果によって判断するのが妥当性に高い

ことになる。『結論＋根拠』並列型で文章構成

し、結論としては、「有形と無形」の対立軸を

あげ、根拠は「シナジー効果」をあげる。 
ナ

が

ジ

ＡＡＳ流 

Ａ５ 

応 

Ｑ６ 

ＡＡＳ流 

Ａ６ 
【結論】 

 新規事業の可否を判断するポイントは、既存事業で有する経営資源のシ

ジー効果が発揮できるかどうかです。 

【根拠】 

① 経営資源のうち、人・物・金の有形資源と新規事業とのシナジー効果

発揮できるかどうかがポイントになります。 

② 経営資源のうち、ノウハウや信用などの無形資源と新規事業とのシナ

ー効果が発揮できるかどうかがポイントになります。 
第３問対
無形資源の特質を、わかりやすくＢ社経営者に説明してください。 
 

方法並列型 

＜結論＞ 

他の経営資源との違い

＜方法①＞ 

有形資源の観点 

結合し新たな価値 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

無形資源の観点 

差別化が図れる 

、

「無形資源の特質」が問われている。さまざ

まな要素をあげることができるが、妥当性の

高い内容をシンプルにあげる方が良い。『結論

＋方法』並列型で文章構成し、結論としては

「有形資源にない特質がある」とあげ、「有形

と無形」の観点から、それぞれ具体的な内容

をあげること。 
【結論】 

 無形資源は、有形資源にない特質を持っています。 

【方法（具体例）】 

具体的には、次の２つをあげることができます。 

① 同時に複数の人が利用可能であるが、モノように消耗することがないため、

一人が利用したからと言って価値が下がってしまうことがありません。 

② 目に見えないため蓄積に時間がかかるが、独自でユニークな技術やノウハ

ウを確立すれば、他社との差別化を図ることができます。 
第３問対
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応 

Ｑ７ 

応 

Ｑ８ 

「Ｂ社の標的顧客

飽和状態である点

る。Ｑ２と同じ観

列型で文章構成し

する母親」をあげ

母親のコミュニテ

が将来のあるべき

ＡＡＳ流 

Ａ８ 

ＡＡＳ流 

Ａ７ 

「新規事業である

ント」が問われて

泉とした差別化要

なる。『結論＋方法

論として、「無形資

げ、方法として、「

ビス」「信用→顧客
Ｂ社が検討している新規事業「学習塾」が、競争優位性を発揮するため

のポイントを説明してください。 
方法並列型 

＜結論＞ 
無形資源を活用 

＜方法①＞ 

ノウハウ 

こだわりのサービス

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

絆を深める仕組み 

顧客との関係性 

ス

別

っ

学習塾の競争優位性のポイ

いる。既存の無形資源を源

因をあげることがポイント

』並列型で文章構成し、結

源の活用」をはっきりとあ

ノウハウ→こだわりのサー

との関係性」をあげる。 
【結論】 

競争優位性を発揮するポイントは、無形資源を源泉とした商品・サービ

を提供することです。具体的には、 

【方法】 

① テニススクールの運営ノウハウを活用し、学習塾においても、ニーズ

のきめ細かなクラス編成を行うことです。 

② 顧客との絆を深める仕組み活用し、独自のイベントやブログ参加によ

て、一体感などを醸成していくことです。 
第４問対
？
市場が飽和する中で、Ｂ社が、ターゲットとすべき標的顧客は誰ですか

また、どのような取り組みが考えられますか？ 
」が問われている。市場が

を踏まえて答えることであ

点となる。『結論＋方法』並

、結論としては、「テニスを

、Ｂ社は、テニスをしたい

ィの場を構築していくこと

姿だと言える。 

方法並列型 

＜結論＞ 

テニスをする母親 

＜方法①＞ 

２つのニーズ 

子供の問題を解決 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

生涯価値 

コミュニティの場 
【結論】 

Ｂ社はテニスをしたい母親を標的市場し、顧客生涯価値を高めることです。

【方法】  

具体的な取組みとしては、 
① テニスしたいニーズ以外に子供の問題を解決したいニーズがあります。

そのニーズに対しての新サービスとして学習塾を実施していきます。 

② 学習塾以外でも、子供の問題を解決しながらテニスができる環境を整備

できる新サービスを開発・提供し、母親のコミュニティの場を形成して

いきます。 
第５問対
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Ｑ９ Ｂ社の新規事業として「託児所」ができる根拠をあげてください。 
 

根拠並列型 

＜結論＞ 

有形と無形 

＜根拠①＞ 

有形 

託児ルーム 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜根拠②＞ 

無形 

一時預かりノウハウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「託児所が新規事業として成り立つ根拠」が

問われている。『結論＋根拠』並列型で文章構

成し、結論としては、「有形と無形」の対立軸

をあげ、「有形→託児ルームなど」を、「無形

→一時預かりノウハウ」をあげること。有形

資源と無形資源とのシナジー効果が新規事業

の判断のポイントである点を伝えること。 
 

ＡＡＳ流 

Ａ９ 

Ｑ１０ 

「情報技術を活

問われている。

ができるが、妥

あげる方が良い

構成する。情報

全性」の対立軸

を、具体例をあ

ＡＡＳ流 

Ａ１０ 
【結論】 

有形資源と無形資源の観点から、「託児所」の根拠をあげます。 

【根拠】 

① 有形資源：全事業所に託児ルームが設置されており、駅前に立地している

点が根拠としてあげることができます。 

② 無形資源：託児ルームでの一時預かりのノウハウがあり、朝９時～夜２３

時までの営業時間が活用できる点を根拠としてあげることができます。
 第５問対応
Ｂ社がブログなどの情報技術を活用していくときの留意点をあげてくださ

い。 

方法並列型 

＜結論＞ 

２つの留意点 

＜方法①＞ 

利便性 

イベント情報の更新

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法②＞ 

安全性 

セキュリティ体制 

を

い

し

用していくときの留意点」が

さまざまな要素をあげること

当性の高い内容をシンプルに

。『結論＋方法』並列型で文章

技術の特性から、「利便性と安

を活用することで妥当な内容

げながら説明すること。 
【結論】 

 留意点は、顧客の利便性を高めると同時に、安全性にも配慮した仕組み

構築し活用していくことです。 

【方法】 

① 新サービスやイベントなどの最新情報の更新頻度や生の声を挙げやす

仕組みなど、顧客の利便性をさらに高めていくことに留意します。 

② 会員ＩＤや顧客情報の漏洩などがないようにセキュリティ体制を強化

安全性をさらに高めていくことに留意します。 
 
第５問対応 
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平成１８年度 中小企業の診断及び助言に関する実務事例Ⅲ  
【 生産・技術 を中心とした経営戦略 】に関する Q＆A 

 

● 想定問題 

① Ｃ社の生産面におけるセールスポイントは何ですか？ 
② Ｃ社の生産体制面における特徴は何ですか？ 
③ Ｃ社の業績が好調であった理由をあげてください。 
④ Ｙ社のからの要請について、応えるべきかどうか、理由とともに、Ｃ社へアドバイスし

てください。 
⑤ Ｃ社が今後、抵コスト対応をさらに強化するための方策をアドバイスしてあげてくださ

い。 
⑥ Ｃ社が、今後、短納期体制をさらに、強化する方策をアドバイスしてください。 
⑦ Ｃ社が、「三価クロメート処理」の技術開発に取り組む必要性は何ですか？ 
⑧ Ｃ社の社内の技術開発体制の強化について、具体的にアドバイスしてください。 
⑨ Ｃ社にとって、情報システムを整備する判断基準は何ですか？ 
⑩ Ｃ社が、今後とも好調な業績を維持していくための留意点をわかりやすく説明してくだ

さい。 
 
 

→ 次ページの『論理の構造化』へＧＯ 

 

ＡＡＳ熱血アドバイス その③ 

－ 『対人感受性』を大切にするのが『中小企業診断士』である － 
２次口述試験は、受験生ではなく『中小企業診断士』としての助言が必要です。その

ためには、面接官に思いつきでアドバイスしているように感じ取られないような工夫が

必要です。短時間での口述試験対策には、『ＡＡＳの論理の構造化』を活用し説得力に

工夫して助言することが有効な手段です。そして、問われたこと以外は、原則、発言し

ないことです。ついつい余計なことを言わないように！ぜひ「対人感受性」を大切にし

てください。ほどよい緊張感をもち、中小企業診断士らしいで服装や清潔感など、見た

目のイメージや印象も大切にして、口述試験に臨んでください！ 
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応 

Ｑ１ 

方法並列型 

＜結論＞ 

低コストと短納期 

＜方法①＞ 

抵コスト対応 

全自動ライン 

＜方法②＞ 

短納期対応 

納期３日体制 

ＡＡＳの 

論理の構造化

「Ｃ社の生産面の強み」が問われている。事

例Ⅲにおいて、「セールスポイント＝特徴＝強

み」と判断してよい。文章構成とすれば、『結

論＋方法』並列型を活用する。1つ目の方法と

して「低コスト対応」を、２つ目の方法とし

て「短納期対応」を、与件情報を活用しなが

らあげること。 

Ｃ社の生産面におけるセールスポイントは何ですか？ 

ＡＡＳ流 

Ａ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 

「Ｃ社の生産体

前述したＱ１と

体制面」である

に、生産体制面

条書きで情報が

着眼することで

論＋方法』並列

 

ＡＡＳ流 

Ａ２ 
① コスト重視した全自動ランイ中心の編成による生産体制などから抵コス
ト対応を行っています。 

② 加工品が納品された翌日にラインに投入し、翌々日（納期3日）を基本の
生産体制などから短納期対応を行っています。 

【方法】 

具体的には、 

【結論】 

セールスポイントは、「低コスト対応」と「短納期対応」ができることです。
 第３問対
Ｃ社の生産体制面における特徴は何ですか？ 

制面の特徴」が問われている。

の違いは「生産面」か「生産

。細かいようであるが、与件

の特徴として、１から３つ箇

整理して挙げられている点に

ある。文章構成とすれば、『結

型を活用する。 

方法並列型 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜方法①＞ 

１つ目 

全自動ライン 

３つ目 

ラインスピード

＜方法③＞ 

２つ目 

単一加工 

＜方法②＞ 

次の３つ 

＜結論＞ 

ド

【結論】 

 Ｃ社の生産体制の特徴は、３つあげることができます。 

【方法】 

具体的には、 

① コスト重視の全自動ライン中心の編成である点 

② 亜鉛めっきのみに限定した単一加工である点 

③ 加工品の大小、形状、ロット数にかかわりなく、生産ラインのスピー

が一定である点、の３点です。 
 第３問対応
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Ｑ３ Ｃ社の業績が好調であった理由をあげてください。 

「Ｃ社の好調な業績の理由」が問われている。

文章構成とすれば、『結論＋根拠』並列型を活

用し、外部と内部の対立軸から、好業績の理

由を整理すると良い。外部としては、取引先

の幅を広げたことから収益性や生産性が向上

した点を、内部としては、特徴である低コス

ト対応や短納期対応ができた点をあげる。 

【結論】 

業績が好調であった理由を２つあげます。 

【根拠】 

① 外部の要因：取引先の幅を広げたことにより、生産面から稼働率が向上し
たり、収益面から利益率が向上したからです。 

② 内部の要因：コスト重視の全自動ラインの編成や亜鉛めっきの単一加工や
生産ラインのスピードの一定により、低コストや短納期対応が図れたから

です。 

ＡＡＳ流 

Ａ３ 

根拠並列型 

第１問対応 

＜結論＞ 

次の２つ 

＜根拠①＞ 

外部 

顧客の幅を広げる等

＜根拠②＞ 

内部 

コスト重視で対応等

ＡＡＳの 

論理の構造化

Ｑ４ Ｙ社のからの要請について、応えるべきかどうか、理由とともに、Ｃ社

へアドバイスしてください。 

「Ｙ社の要請についての可否と理由」が問わ

れている。文章構成とすれば、『結論＋根拠』

並列型を活用する。結論部分で、はっきりと

「応えるべきでない」をあげること、さらに、

その理由として、「生産面による稼働率の低

下」と「収益面による利益率の低下」から与

件情報を整理すること。 

【結論】 

 Ｙ社からの要請には、応えるべきではありません。 

根拠並列型 

第２問対応 

＜結論＞ 

応えるべきでない 

＜根拠①＞ 

生産面 

稼働率の低下 

＜根拠②＞ 

ＡＡＳの 

論理の構造化

収益面 

利益率の低下 

ＡＡＳ流 

Ａ４ 

② Ｙ社のさらなる低価格要請によって、利益率が低下し、収益性が悪化する
恐れがあるからです。 

① Ｙ社の発注状況によって、Ｃ社の稼働率にバラツキが発生し、生産性が低
下する恐れがあるからです。 

【根拠】 

理由は、 
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Ｑ５ Ｃ社が今後、抵コスト対応をさらに強化するための方策をアドバイスし

てあげてください。 

「低コストの強化策」が問われている。与件

情報の「品質・納期は言うまでもなく価格対

応が強く求められている」点を踏まえて、さ

らに生産体制面の特徴を踏まえて改善策をア

ドバイスすると良い。文章構成とすれば、『結

論＋方法』並列型を活用し、「材料費」と「搬

送コスト」に着眼してあげている。 

【結論】 

顧客から価格対応を強く求められていることに対応するため、さらなる低

コスト体制を強化していくことです。 

【方法】具体的には、 

① 品質とコストのバランスを再検討し、顧客が求めている最適な価値に見合
うような材料を選定し、無駄な費用を低減していきます。 

② 情報システムを整備し効率的な生産の割り振りを実現することで、搬送コ
スト等の低減など、さらなるコストダウンを実現していきます。 

ＡＡＳ流 

Ａ５ 

方法並列型 

第３問対応 

＜結論＞ 

２つの改善策 

＜方法①＞ 

品質とコスト 

材料費の低減 

＜方法②＞ 

生産の割り振り 

搬送コストの低減 

論理の構造化

Ｑ６ Ｃ社が、今後、短納期体制をさらに、強化する方策をアドバイスしてく

ださい。 

「短納期体制の強化策」が問われている。与

件情報の「残り３割が納期４日以上である」

点を踏まえて改善策をアドバイスすると良

い。文章構成とすれば、『結論＋方法』並列型

を活用し、1つ目の方法として、ライン投入日

を生産計画面から、2つ目の方法として、手作

業部分を生産統制面から、あげること。 

方法並列型 

第３問対応 

＜結論＞ 

２つの改善方法 

＜方法①＞ 

ライン投入日 

生産計画の改善 

論理の構造化

ＡＡＳの 

生産統制の改善 

＜方法②＞ 

手作業部分 

ＡＡＳ流 

Ａ６ 

① ２工場間の生産の割り振りを整備し、搬入日から数えて２日目にラインに
投入している現状を改善できるような生産計画を構築します。 

② 全自動ライン前後の手作業部分の段取りを見直し、現状よりは時間短縮し
ライン投入や商品出荷ができるような生産統制を実施します。 

【結論】 

 次の２つ視点から、３割以上が納期４日以上かかっている実態を改善して

いきます。具体的には、 

【方法】 

ＡＡＳの 
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Ｑ７ Ｃ社が、「三価クロメート処理」の技術開発に取り組む必要性は何です

か？ 

「技術開発に取り組み必要性」が問われてい

る。製品の高付加価値化を目指すことが、Ｃ

社の全体戦略になる点をしっかりと伝えると

良い。文章構成とすれば、『結論＋根拠』並列

型を活用し、結論部分で、高付加価値化によ

る全体戦略を、その根拠として、①外部環境

への対応、②内部環境の強化をあげる。 

根拠並列型 

第４問対応 

＜結論＞ 

高付加価値を目指す 

＜根拠①＞ 

外部 

市場ニーズへの対応

＜根拠②＞ 

ＡＡＳの 

論理の構造化

コアコンピタンス 

内部 

ＡＡＳ流 

Ａ７ 

① 外部環境として、自動車業界における環境対応や技術革新が市場ニーズと
して特定できるからです。 

② 技術開発体制の強化は、Ｃ社の今後の存立や発展にとって欠かすことので
きないコアコンピタンスを強化する重要な経営課題となるからです。 

【結論】 

 Ｃ社の目指すべき製品の高付加価値化（全体戦略）を実現するために必要

があるからです。 

【根拠】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８ Ｃ社の社内の技術開発体制の強化について、具体的にアドバイスしてく

ださい。 

「技術開発体制の強化策」が問われている。

文章構成とすれば、『結論＋方法』並列型を活

用する。外部と内部の対立軸から、アドバイ

ス内容を整理すること。まず、内部は、将来

の強みとなるため社内にノウハウを蓄積する

体制をあげ、外部は、外部の高い専門性を活

用する戦略的な連携できる体制をあげる。 

【結論】 

方法並列型 

第４問対応 

＜結論＞ 

2つの視点 

＜方法①＞ 

内部 

専業体制 

＜方法②＞ 

論理の構造化

ＡＡＳの 

連携先 

外部 

ＡＡＳ流 

Ａ８ 

 次の２つの視点から、強化していきます。 

【方法】  

具体的には、 
① 将来、Ｃ社のコアコンピタンスとなる必要性が高いため、独自のノウハウ
を蓄積するためにも、人員を補強し専業体制とします。 

② 外部の高い専門性を活用し、抱えている課題をよりスピーティに対応する
ために、公設試験研究機関以外の連携先を拡大していきます。 
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Ｑ９ Ｃ社にとって、情報システムを整備する判断基準は何ですか？ 

「情報システムを整備する判断基準」が問わ

れている。第 5問の内容を「効率」と「効果」

の対立軸から整理すると良い。効率→搬送コ

スト等による生産の割り振り→抵コスト対応

の強化、効果→受注書等による生産の割り振

り→短納期対応の強化、となる。文章構成と

すれば、『結論＋根拠』並列型を活用する。 

【結論】 

判断基準を効率面と効果面からあげます。 

【根拠】 

その根拠として、 

① 搬送時間や搬送コストを管理できることで、効率的な生産の割り振りが
実現でき、低コスト対応力を強化することができるためです。 

② 受注書や受注残情報を管理できることで、効果的な生産の割り振りが実
現でき、短納期対応力を強化することができるためです。 

ＡＡＳ流 

Ａ９ 

根拠並列型 

第５問対応 

＜結論＞ 

効率と効果 

＜根拠①＞ 

効率 

抵コスト対応の強化

＜根拠②＞ 

効率 

短納期対応の強化 

ＡＡＳの 

論理の構造化

Ｑ１０ Ｃ社が、今後とも好調な業績を維持していくための留意点をわかりやす

く説明してください。 

第３･４問対応 

「好調な業績維持の留意点」が問われている。

何を答えてよいか迷う問題であるが、ここは、

事例Ⅲの２つの経営課題である「長期的な課

題→製品の高付加価値化」と「短期的な課題

→生産のリードタイムの短縮」から応えると

良い。文章構成とすれば、『結論＋方法』並列

型を活用する。 

【結論】 

方法並列型 

＜結論＞ 

生産課題への対応 

＜方法①＞ 

長期的な課題 

製品の高付加価値化

論理の構造化

ＡＡＳの 

短期的な課題 

短納期対応 

＜方法②＞ 

Ａ１０ 

ＡＡＳ流 

② 短期的な課題である「生産のリードタイムの短縮」を目指し、納期３日の
基本体制を常に維持できるように、工程管理を強化していくことです。 

① 長期的な課題である「製品の高付加価値化」を目指し、技術開発体制を強
化し、環境対応や技術革新に対応していくことです。 

具体的には、 

【方法】 

 留意点として、長期的な課題と短期的な課題に対応することをあげます。 
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平成１８年度 中小企業の診断及び助言に関する実務事例Ⅳ  
【 財務・会計 を中心とした経営戦略 】に関する Q＆A 

 

● 想定問題 

① 中小企業診断士として、財務的な観点からアドバイスする場合、どのような点に留意しま

すか？ 

② 一般的に、中小企業診断士が、経営分析を実施する場合、どのような観点から実施します

か？ 
③ 今回あなたが経営分析を実施した際に、Ｄ社に対して、どのような視点から問題点を伝え

ますか？ 

④ Ｄ社の H17年度のキャッシュフローの状況について、社長にアドバイスしてください。 
⑤ Ｄ社に対して、駅前、住宅街、ロードサイドの店舗タイプの採算性を説明してください。 
⑥ Ｄ社社長から、「損益分岐点分析」について、どのような分析なのか？と質問を受けた、間

単に説明してください。 
⑦ Ｄ社が、店舗展開の戦略の見直しとして、スクラップ＆ビルドを実施していく必要がある。

どのような判断基準で実施していきますか？ 
⑧ Ｄ社の経営における、Ｄ社社長の役割について、アドバイスしてください。 
⑨ 一般的に、財務的な観点から、情報技術戦略はどのように活用することができますか？ 

⑩ Ｄ社のＰＯＳシステムの活用方法を具体的にあげてください。 

 
 

→ 次ページの『論理の構造化』へＧＯ 

ＡＡＳ熱血アドバイス その④ 

『目的』→『目標』→『手段』の３つを混在していないか、今一度振りかっていただ

きたい。『目的』は、個々の夢であり、その夢の実現のために、中小企業診断士取得と

いう『目標』を掲げているのです。そして、この目標を達成するために、学習方法など

の『手段』を選択しているのです。口述試験の前に、今一度、『個々の夢＝目的』を頭

の中に描きましょう！夢の実現のためには、どんなことでも楽しく取組めるはずです。

そうすれば、２次口述試験を心地よい緊張感をもって楽しめるはずです。受験生ではな

く『夢を実現させるための１つの目標の達成』として望んできてください！ 

－ 『中小企業診断士』取得は「目標」であって『目的』ではない！ － 
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Ｑ１ 中小企業診断士として、財務的な観点からアドバイスする場合、どのよう

な点に留意しますか？ 

第１問対応 

方法並列型 

＜結論＞ 

定量と定性 

＜方法①＞ 

定量分析 

財務諸表→経営分析

＜方法②＞ 

定性分析 

与件→ＳＷＯＴ分析

論理の構造化

ＡＡＳの 

② ヒヤリングした与件情報からＳＷＯＴ分析を行い、定性的な観点を踏まえ
てアドバイスします。 

① 貸借対照表や損益計算書などの財務諸表から経営分析を行い、定量的な観
点を踏まえてアドバイスします。 

具体的には、 

【方法】 

 定量的な観点と定性的な観点から分析することに留意します。 

【結論】 

診断士として「財務的な観点」を示すときの

留意点が問われている。財務的な観点とは、

「定量的な観点と定性的な観点」のＭＥＣＥ

の関係で助言すると良い。文章構成とすれば、

『結論＋方法』並列型を活用し、定量を「財

務諸表からの経営分析」をあげ、定性を「与

件からＳＷＯＴ分析」をあげること。 

Ａ１ 

ＡＡＳ流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１問対応 

Ｑ２ 一般的に、中小企業診断士が、経営分析を実施する場合、どのような観

点から実施しますか？ 

方法並列型 

論理の構造化

ＡＡＳの 

＜方法①＞ 

収益性 

利益率と回転率

生産性 

労務費や人件費

＜方法③＞ ＜方法②＞ 

安全性 

短期と長期等 

次の３つ 

＜結論＞ 

③ 生産性は、一人当たりの売上高などの観点から、経営分析を実施します。

① 収益性は、売上総利益率等の利益率と固定資産回転率等の効率性から 
② 安全性は、流動比率等の短期的な支払い能力や固定長期適合率等の長期的
な支払い能力、さらに自己資本比率等の資本構成から、 

 「収益性」「安全性」「生産性」の３つの観点から経営分析を実施します。 

【方法】 

具体的には、以下の観点から経営分析を実施します。 

【結論】 

診断士としての「経営分析する観点」が問わ

れている。やはり、定石としては、「収益性、

安全性、生産性」の３つの観点から助言する

と良い。文章構成とすれば、『結論＋方法』並

列型を活用し、収益性は利益率や回転率、安

全性は短期や長期の視点、生産性は労務費や

人件費と売上高の関係、等をあげること。 

Ａ２ 

ＡＡＳ流 
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Ｑ３ 今回あなたが経営分析を実施した際に、Ｄ社に対して、どのような視点か

ら問題点を伝えますか？ 

Ｄ社に対する「経営分析する観点」が問われ

ている。前述した「収益性、安全性、生産性」

の３つの視点からも助言できるが、診断士試

験では頻度の高い「利益率、回転率、安全性」

の３つの視点から、『結論＋方法』並列型の文

章を構成した。結論では、「定量と定性」の財

務的な観点をしっかりとあげること。 

【結論】 

 財務諸表からの定量分析と与件情報からの定性分析の２つの視点を踏まえ

て、問題点を伝えます。具体的には、次の３つの視点からあげました。 

【根拠】 

①非効率な人材活用と売れ残りロスの発生により、販売・一般管理費比率が

低下している点 

②画一的な品揃えのため売れ残りのよる商品在庫の増加し、商品回転率が悪

化している点 

③競合の出現による売上高減少により、当座比率の低下している点 

ＡＡＳ流 

Ａ３ 

根拠並列型 

＜結論＞ 

定量と定性 

＜根拠①＞ 

利益率 

販売管理費比

＜根拠②＞ 

回転率 

商品回転率 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜根拠③＞ 

安全性 

当座比率 

第１問対応 

Ｑ４ Ｄ社の H17年度のキャッシュフローの状況について、社長にアドバイス
してください。 

根拠並列型 

＜結論＞ 

流出している 

＜根拠①＞ 

営業活動 

マイナス 

＜根拠②＞ 

投資活動 

プラス 

ＡＡＳの 

論理の構造化

＜根拠③＞ 

財務活動 

プラス 

診断士としての「キャッシュフローを分析する

観点」が問われている。「営業活動、投資活動、

財務活動」の３つの観点から助言すると良い。

文章構成とすれば、『結論＋根拠』並列型を活用

し、営業、投資、財務の３つの活動の流れを示

し、Ｄ社全体の結論を導きこと。 

第２問対応 

①営業活動によるキャッシュフローが、営業赤字や在庫増加により、－１１

百万円減少し、 

②投資活動によるキャッシュフローが、特別利益などから＋９百万円と 

③財務活動によるキャッシュフローが、＋１百万円と、なったものの、営業

キャッシュフローの減少を賄える状況ではなかった。 

【根拠】 

その根拠として、次の３つの活動の関係からあげました。 

 キャッシュが流出している状況です。 

【結論】 

 

 

 

Ａ４ 

ＡＡＳ流 
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Ｑ５ Ｄ社に対して、駅前、住宅街、ロードサイドの店舗タイプの採算性を説明

してください。 

第３問対応 

根拠並列型 

＜結論＞ 

貢献利益率から 

＜根拠①＞ 

駅前 

採算性× 

＜根拠②＞ 

住宅街 

採算性○ 

＜根拠③＞ 

ロードサイド 

ＡＡＳの 

論理の構造化

採算性◎ 

③「ロードサイド」タイプの店舗が、22.78％と３つのタイプの店舗の中で、

最も採算性が高いと結果がでました。 

貢献利益率を用いて採算性を評価すると次のようになります。 

【根拠】 

①「駅前」タイプの店舗は、－1.57％とマイナスとなり最も採算性が低く 

②「住宅街」タイプの店舗は、11.11％と２番目に採算性が高く 

【結論】 

診断士としての「採算性の観点からの評価」

が問われている。第 3問の設問文にあるよう

に、「店舗タイプごとに売上高、変動費、個

別変動費を集計し、全体の共通固定費を算出

した結果」から評価すること。文章構成とす

れば、『結論＋根拠』並列型を活用する。 

ＡＡＳ流 

Ａ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６ 質

応 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ６ 

ＡＡＳ流 
Ｄ社社長から、「損益分岐点分析」について、どのような分析なのか？と

問を受けた、間単に説明してください。 
方法並列型 

＜結論＞ 

経営管理手法の一種 

＜方法①＞ 

費用分解 

論理の構造化

ＡＡＳの 

＜方法②＞ 

損益分岐点売上高 

」

診断士としての「損益分岐点分析の知識をど

う伝えるか」が問われている。文章構成とす

れば、『結論＋方法』並列型を活用する。結論

部分で、「経営管理手法の１つ」としてあげ、

「費用の分解方法」と「損益分析点の求め方

に区分して、説明することである。 
【結論】 

一期間の売上高がいくらのときにどれくらいの損益が生じるのか、また目標

利益を稼ぐためには売上高をいくらにすべきかが明瞭にわかるので、経営者に

とって有益な管理会計による手法の１つとなっています。具体的には、 

【方法】 

①総費用を、売上高に連動する「変動費」と、売上高に連動しない「固定費」

とに分解します。 

②縦軸を売上高・費用に、横軸を売上高としたグラフ上に、この固定費と変動

費をあわせた直線と、原点から始まる売上高の直線とを描き、損益分岐点を

求めます。両者の直線が交わった点を損益分岐点といいます。 
第３問対
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Ｑ７ Ｄ社が、店舗展開の戦略の見直しとして、スクラップ＆ビルドを実施して

いく必要がある。どのような判断基準で実施していきますか？ 

診断士として「店舗をスクラップ＆ビルドす

る場合の判断基準」が問われている。第３問

の採算性の観点は、「スクラップ」するときの

判断基準としてあげ、第 4 問のネットキャッ

シュフローは「ビルド」するときの判断基準

としてあげると良い。文章構成とすれば、『結

論＋根拠』並列型を活用する。 

【結論】 

２つの判断基準で実施します。 

【根拠】 

①店舗の貢献利益率および売上構成比から採算性を分析し、店舗をスクラップ

するときの判断基準とします。 

②店舗のネットキャッシュフローから設備投資の経済性を分析し、店舗をビル

ドするときの判断基準とします。 

根拠並列型 

第３・４問対応 

＜結論＞ 

２つの判断基準 

＜根拠①＞ 

貢献利益率と売上

構成比から判断 

＜根拠②＞ 

論理の構造化

ＡＡＳの 

ネットキャッシュ

フローから判断 

ＡＡＳ流 

Ａ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８ Ｄ社の経営における、Ｄ社社長の役割について、アドバイスしてください。

 

診断士として「Ｄ社社長の役割について助言

すること」が問われている。第３問や第４問

の戦略的な意思決定を行うのが、社長の役割

であり、一般店員（アルバイト）の雇用や各

店舗の品揃えについては、店長へ権限と責任

を移行することを助言すると良い。文章構成

とすれば、『結論＋方法』並列型を活用する。

方法並列型 

＜結論＞ 

戦略的な意思決定 

＜方法①＞ 

全体戦略の構築 

ＡＡＳの 

論理の構造化

店長へ権限と責任 

＜方法②＞ 

第３・４問対応 

Ａ８ 

ＡＡＳ流 

②現状実施している「一般社員の雇用や店舗ごとの商品に品揃えについては、

正社員である店長に権限と責任を移行してことが必要です。 

①現状の店舗ごとの採算性を評価したり、ネットキャッシュフローの視点か

ら設備投資を実施したりするなど、Ｄ社の全体戦略を構築するのが役割です。

【方法】  

具体的には 

店舗戦略などの見直しなど戦略的な意思決定を実施するのが役割です。 

【結論】 
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Ｑ９ 

 

 

 

 

 

ＡＡＳ流 

Ａ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応 

Ｑ１０ 

 

診断士として「Ｐ

ている。第 4 問で

率と効果の観点を

げ、その内容をＤ

ることである。さ

格を入れることも

れば、『結論＋方法

③

【

ＡＡＳ流 

Ａ１０ 

①

 

【

具

一般的に、財務的な観点から、情報技術戦略はどのように活用することが

できますか？ 
方法並列型 

＜結論＞ 

以下2点 

＜方法①＞ 

経営のモニタリング

問題の経営指標 

論理の構造化

ＡＡＳの 

解決する手段 

＜方法②＞ 

問題点の解決 
診断士として「情報戦略の活用方法」が問わ

れている。財務会計事例である点を踏まえて、

「経営のモニタリング」と「問題点を解決す

る手段」の２つの視点からあげると良い。文

章構成とすれば、『結論＋方法』並列型を活用

し、並列で挙げる方法には、時間軸を意識し

た内容を説明すること。 
【結論】 

 ２つの活用方法が考えられます。 

【方法】  

①常に、問題となる経営指標をモニタリングするために活用できます。 
②さらに、モニタリングしている経営指標を改善するための手段として活用で

きます。 
第４問対応
 
第４問対
ＯＳの活用方法」が問われ

問われている点である。効

しっかりと結論部分であ

社に即した活用方法をあげ

らに、一般店員と店長と主

有用である。文章構成とす

』並列型を活用する。 

効果面として、店舗別に売れ行きを把握し、顧客層に的確に対応した品揃

えを店長が行うことで、効果的な商品の入れ替えに活用できます。 

結論】 

方法並列型 

＜結論＞ 

効率と効果 

＜方法①＞ 

効率 

仕入・在庫管理 

論理の構造化

ＡＡＳの 

商品の入れ替え 

＜方法②＞ 

効果 

効率面として、発注情報や売上情報と連動させて、一般店員でも在庫情報

を把握できるようにすることで、仕入・在庫管理を改善することに活用で

きます。 

ＰＯＳシステムは、効率面と効果面から活用することができます。 

方法】 

体的には、 

Ｄ社のＰＯＳシステムの活用方法を具体的にあげてください。 
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―最後までお読みいただきありがとうございます― 
 

創業・経営革新支援が中小企業施策の核となる今、私たちが考える中小企業診断士の存在意義は、「地

域密着型コンサルティングサービスの提供」です。地域における中小企業診断士の必要性とは、大都

市型のコンサルティングスタイルを地方で模倣することではなく、地域独自のスタイルを発信するこ

とだと考えています。 

そこで、ＡＡＳは、「地域型の中小企業診断士取得支援の専門機関」としての存在価値を追求すると

いう理念を明確に打ち出しました。地域・講師・受講生を三位一体と考え、講座をはじめとするＡＡ

Ｓの活動通じて、中小企業診断士の社会的役割の向上と参画するすべてのメンバーの自己実現度を高

めることを最大の目標に掲げ、その実現を目指していきます。 

 

 

ＡＡＳでは、平成 18 年 2 次筆記試験後、２つの教材を作成するプロジェクトをスタートさせまし

た。１つは、この「AAS 流Ｑ＆Ａ問答集」であり、もう１つは、「ＡＡＳスーパーフレームワークで

解く本試験管解答例集」です。 

 

 

 

 

Ｑ＆Ａ問答集 Ｈ１８年度 ２次口述試験対策用教材 

 

本試験解解答例集 Ｈ１９年度 ２次筆記試験対策用教材  

 

 

「AAS流Ｑ＆Ａ問答集」と「ＡＡＳスーパーフレームワークで解く本試験管解答例集」を区分した

理由は、平成１８年度合格するための教材として編集するのと、次年度の平成１９年度合格を目指し

て編集するとでは、そのコンセプトがまったく違ったからです。 

具体的には、「Ｑ＆Ａ問答集」は、当該年度の口述試験の合格のために開発し、「本試験解答例集」

は、来年の2次筆記試験合格のための教材として位置づけとして開発をしました。このことによって、

それぞれの教材の「質と量」のバランスが明確になり、常に「誰に！」を設定しながら、執筆するこ

とができ、私たちが伝えたい本質を素直に表現できたと感じています。 

これからも私たちＡＡＳは、筆記試験と口述試験で構成されている2次試験の合格支援については、

どの受験機関にも提供することができないプログラムを構築していき「ＡＡＳらしさ」を伝えていき

たいと考えています。 

この『Ｑ＆Ａ問答集』のように、私たちの『存在の証』をひとつひとつ積み重ねていく決意です。 

 これからのＡＡＳの活動にご期待ください。 

なお、本試験解答例集をご希望の方は、ＡＡＳのＨＰより販売しております。ご活用ください。 
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■ ＡＡＳ（アソシエ・アドバンス・スクール） 
私たちＡＡＳは、『熱意・人間らしさ・自己責任』を行動指針として掲げている『地域密着型の中小企

業診断士取得支援の専門機関』です。地域・講師・受講生を三位一体と考え、講座をはじめとするＡ

ＡＳの活動通じて、中小企業診断士の社会的役割の向上と参画するすべてのメンバーの自己実現度を

高めることが目標であり、その実現が私たちの存在の証だと考えています。 

ＡＡＳは、合格に必要なスキルを『スーパーフレームワーク（SFW）』という枠組みから体系化し

ています。その枠組みをコンセプトとして、「10パターンの戦略フレームワーク」と「論理の構造化」

という独自のアウトプットツールを活用し『論理思考力』と『解答技法力』を習得する講座を開催し

ています。まさに『正しい答えよりも論理の妥当性で勝負する』スタイルがAASの特徴です。 

「事例問題特有の曖昧さ」に悩んでいる方は、ぜひ、AASにアクセスしてみてください。 

 

ＡＡＳ（アソシエ･アドバンス・スクール）では、 

中小企業診断士試験のホットな情報を発信しています。 

いますぐ、ＨＰへＧＯ！ 

 
  http://www.ass-clover.com 
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